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程と社会運動に与えた影響などから、最高揚期の 1 年に象徴されて“1968”と呼ばれる。 
















がった。1980 年の緑の党結党と 1998 年の緑の党の連邦政権参入を支えたのは“1968”当時
に若者だった人びとであり、“ナチの過去の克服”というテーマは現在にいたるまでドイツ











けて警察庁が 1960 年代後半から 1970 年代にかけて取り締まり（ポリシング）戦略を巧妙
化させ「過激派」という社会運動家イメージをメディア上につくり上げることに成功した
ことも、“1968”世代と後続世代とのあいだの断絶を広げた。結果として、“1968”世代の



































	 第 3 章から第 7 章までの第 2 部「多元的アクターたちの相互作用と主体化」は、筆者が
聞き取り調査によって収集した東大闘争参加者・関係者 44 名の生活史 をもとに、東大闘
争の参加者たちが歴史–社会的文脈との相互作用、そして参加者・関係者同士の相互作用を
とおして学生運動のアクターとして主体化し、東大闘争に参加していった過程を描いた。 
	 第 3 章「1960 年代学生運動のアクターたちの人間的基礎」では、東大闘争参加者たちの

































しつつあった。学生運動が多元化しつつあるなかで生起したのが 1968 年から 1969 年にか
けての東大闘争であった。 









	 第 5 章「東大闘争の発生過程—参入するアクターと主体化するアクター」は、1968 年 1







































	 第 7 章「東大闘争の収束過程—アクターの主体化・転換・退出・離脱」では、1969 年 2
月ごろから 1970 年代前半まで時期を扱った。この時期は、東大闘争というたたかいのサイ
クルが高揚期から収束期へと移行する 1969 年 2 月から 12 月までと、東大キャンパスがほ









	 第 3 部「1960 年代学生運動の位相」では、第 2 部の内容をふまえて、より外在的な観点






















日本の 1960 年代学生運動のなかにもたしかに表れていたことを示している。 




















向〉〈制度改良志向〉の 4 類型を析出した。さらに第 9 章ではそれぞれの類型について、1970
年代以降に参加者たちがどのような社会的活動や社会運動に関わったかを、生活史にもと
づいて具体的に描いた。 
























会運動の後退（安藤丈将 2013）や 1970 年代まで経済成長が続いたことによる社会課題の
不可視化（Ochiai Emiko 2014）とが、ここまで挙げた要因と同程度に重要であることは忘れ
てはならない。 
	 石川准（1988）は「『制度変革』と『自己変革』という二つの目標の達成を、一つの社会
運動体に負担させること自体酷なのではないだろうか」（石川 1988: 163）と述べている。
本稿では東大闘争を事例としつつ、1960 年代学生運動が、異なる社会運動体のあいだで連
携しつつ分担されることが望ましい制度変革志向の実践と自己変革（サブ政治）志向の実
践とのあいだの距離が開いていった現場のひとつだったことを明らかにしてきた。しかし、
それはまた、いまいるこの場で自らの意志を貫きながら社会規範や権力関係を批判し問い
直す、草の根の人びとを生み出した現場でもあった。 
 
 
